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学年 備考

11/4 CI CUP

令和元年12月号

試合結果報告（11月）

試合日 / 大会名 勝敗 / スコア / 対戦相手

6年

11/3 幕張CUP

●0-1　千城台FC
●1-3　稲毛FC
〇2-0　小倉FC
〇4-1　パサニオール誉田

六年生最後の８人制の大会でした。

２勝２敗でしたが、得失点で５チーム
中４位でした。

●0-1　ちはら台SC
△0-0　FCウーノ木更津

はじめての１１人制の大会はポジショ
ン等に戸惑いながらも頑張っていたな
と思いました。

惜しくも予選敗退となってしまいまし
たが、区大会に向けてとてもいい経験
となったと思います。

11/9　草野FC.TRM

◯2-0
◯2-0
◯7-0
◯4-0
◯4-0

区大会へ向けて11人制のTRMは色々
なフォーメーションを試しながら、失
点せず５勝できたのはとてもよかった
と思います。

11/16 稲毛ＦＣ　TRM

●1-2 
◯1-0 
△0-0
△0-0
△0-0
◯4-1 
●1-2 

11人制にも少しずつ慣れてきて、最後
までへとへとになりながら頑張ってい
ました。

来週の区大会、このまま頑張ってほし
いです。

11/24　美浜区大会
〇1-0　千葉美浜コパソル
〇2-0　バディSC千葉SC

グループリーグ１位通過し、来週の決
勝トーナメントに進出することができ
ました！

11/30　美浜区大会　　★３位★ ●0-2　幸町スワローズ

決勝トーナメント負けてしまいました
が、３位に入賞することができました
。
先にPKで失点してしまい、心が折れて
しまうかと思いましたが最後まで頑張
っていました。

これまで予選リーグを突破できなかった美浜
区大会、最終年度に全員の力で突破しまし
た。準決勝では幸町スワローズに破れました
が、今後に繋がる試合でした。
残り四カ月、全力で戦い抜きましょう。
おめでとう！　

稲庭コーチより
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４年

5年

11/9　4.5年生TRM

△0-0　 PBJ
●0-1　大木戸SC
●0-1　 PBJ
〇2-0　大木戸SC
●0-2　PBJ
●0-2　大木戸SC

対戦相手としてやや格上の2チームと
戦い、思うようにボールを運べない場
面もありましたが、気迫のあるプレー
も多く見応えのある試合でした。

11/16 行田東FC  TRM

△1-1
●0-1
△1-1
△0-0
●0-1
○1-0
△1-1

季節外れの暑さの中、がんばって攻め
たのですが、接戦の試合が多かったで
す。

7試合目は11人制の試合に挑戦しまし
た

11/3 CFCカップ　★準優勝★

〇2-1　CFC A 
●0-1　CFC B
△1-1　西小中台FC
〇15-0　昭和SC

途中、雨もありましたが、有意義な1
日になりました。

11/10 葛城FC　TRM

△1-1
○2-0
△0-0
△0-0
●0-2
○1-0

相手のハイプレスに困惑気味の試合運
びで中々自分たちのプレーが出来なか
った、

葛城さんの試合中の声出しと元気がア
ローズにも欲しいと思えたTRMでした
。

どんな状況でも声を掛け合い、互いに
励まし合う、そして、しっかりと自分
達のサッカーする事を考えて今後レベ
ルアップしていきたいです。

11/17 蘇我招待サッカー大会
△3-3　千代田ライガー
〇1-0　三里塚

1勝1分、1位通過
決勝リーグ進出

第一試合目から二試合目までだいぶ待
ち時間があいた中リラックスでき二試
合目に挑み、気持ちが切れずに勝ちき
りました。

見事、来週の決勝リーグへ進出。

来週も頑張ります！

11/30 蘇我招待決勝トーナメント　★第３位★

●1-2　成田SSS

3位決定戦
〇4-0　西小中台

本戦後TRM
△0-0　蘇我
〇2-0　成田SSS
●0-2　蘇我
△2-2　成田SSS

当初の目的を持って試合に臨みました
が3年生はフィジカルに苦しみました
。

今後の課題もみつかりとても良い経験
になりました。

どんな状況でしっかりと勝つ、優勝す
るという気持ちを選手全員が意識して
欲しいです。

平日もしっかりボールを蹴りましょう

3年

11/2　街クラカップ

〇1-0　石塚
〇3-0　大森
●0-0（PK0-2）　HAMANO
●0-1　パサニオール

結果は4位(敢闘賞)でしたが、県大会を
通した今までの成長を感じられる大会
でした。

他チームの変化や成長も目の当たりに
した大会でもありました。

11/10 葛城FC　TRM

△1-1
○2-0
△0-0
○1-0
○4-0
○2-0

相手のハイプレスに困惑気味の試合運
びで中々自分たちのプレーが出来なか
った、

葛城さんの試合中の声出しと元気がア
ローズにも欲しいと思えたTRMでした
。

どんな状況でも声を掛け合い、互いに
励まし合う、そして、しっかりと自分
達のサッカーする事を考えて今後レベ
ルアップしていきたいです

11/16　TRM

〇4-0　千草台
〇1-0　小中台
〇1-0　大久保
●1-2　大久保
〇5-1　千草台

それぞれがいつもと違うポジションに
チャレンジしました。上手く試合運び
が出来ず、得点につながらない、隙を
つかれて失点する場面がみられました
。

区大会も近づいています。

今回の結果を踏まえて、次回につなげ
ましょう。

2年 11/4　キッズフェスティバル
〇0-5　Jボグワーズ
●0-2　アブレイズ千葉

人数が1人少ないなか、良く頑張りま
した‼

もう少し、ガツガツさを出し、今後の
試合にいかしていきましょう
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1年

11/4 スポ連ミニサッカー大会

アローズA
○6-0　千草台ディライトFC　
●1-3　FCおゆみ野A みんなよく走っていました。少しずつ

ですが、ボールを持っていない時にど
う動くか分かってきた気がします。チ
ームプレーで良かったです。アローズB

●0-2　小中台FC
○2-0　FCおゆみ野B

11/17　TRM

△1-1　中志津SC　
◯1-0　コパソル
●0-4　中志津SC　
●0-2　中志津SC
◯3-0　コパソル
◯3-1　中志津SC
△0-0　中志津SC
●0-3　コパソル
●0-5　中志津SC
●1-4　中志津SC
●0-2　中志津SC

本日の練習試合はほぼ休憩なく、試合
数も多かったため後半の試合時集中力
が切れてしまいましたが、最後まで頑
張っていたと思います。

TOPIX

5チーム総当たり勝ち点方式での大
会、1点を取るさらに1点を守るまたは
逆転をするこの意識が足りなかったと
感じる大会でした。
また次戦、頑張っていこう！

伊藤コーチより

蘇我招待試合第３位

CFCカップ準優勝

１１月は４年生が大活躍！！

３年生　街クラカップ

アローズ主催　街クラカップの様子
結果は敢闘賞（４位）！

みなさまお疲れさまでした。

雨で順延につぐ順延で、挑んだ準決勝、試合開始
早々に点を取られてしまい、勢いをつぶされましたが
何とか前半に1点返し後半に挑みましたが又、早々
に点を取られてしまいました。
後半は押しぎみに試合してたが相手の個々のプレー
にチャンスを潰されそのままゲームセット！
結果3位となりました。
今回の大会は勢いと諦めない気持ちが全面に出て
た試合をしてました。
またひとつ、気持ちが強くなったと感じました。

　伊藤コーチより
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早いもので、１２月です。
今年は２２日に蹴り納め、蹴り初めは１月４日です。
２２日は恒例の親子サッカーやリレー、カレーの炊き出しとバザーも行われます。
今年はサッカーに関するものだけでなく、色々な物が出品されます！
ぜひのぞいてみてくださいね。

また、毎年蹴り納め＆蹴り初めの炊き出しにご協力いただきありがとうございます。
楽しい蹴り納めになりますよう当日もよろしくお願い致します。

　我が子のサッカーが上手くなるには、親は何をしたらいいの？

　サッカーをやる以上、やっぱり誰だってみんな上手くなりたいと願っていますよね。でも、まだ小学生のうちは体格であったり、足の
速さなどのフィジカル的な差が大きい時期です。体が強くて足が早い＝サッカーが上手い！と思われがちなのも小学生年代の大
きな勘違いの一つです。

　では、サッカーが上手いって一体何なんでしょう…。体格やスピード以外でいうと、ドリブルが上手い、キック力がある、空中戦に
強い、などでしょうか…。確かにどれもとても大切な要素です。

　しかし、それら全てを束にしてもこれが無ければ敵わないというのが
『負けず嫌い』
です。

あれ？とお思いでしょうが要はそこです！子供ひとり一人にそれぞれの性格はあるので、気が小さいからうちの子はダメだと決めつ
けるのは早いです。

　では、そのような性格の子でも強い心を持つためには何が必要かと問われたら
『親の温かい関心の目』だけです。
試合の後、帰宅してまで
『何であの時シュート打たなかったの？』
『何でいつも簡単にボール取られちゃうの？』
『何でもっと走らないの？』
などなど試合の反省会なんかやっていませんか？やってしまっている人は直ぐにやめることです！何故◯◯…を子供に問いただした
時、それは子供のサッカーのレベルが一段階ずつ下がっていることになります。
　では、一段階ずつ上げていくには親は何をするべきでしょうか。
　それは、上手くいかなかったプレーはさっさと忘れて、上手くいったプレーを一つだけでいいので、思い切り笑顔で褒めてあげること
です。大人だって褒められれば嬉しいはずです。子供はもっと嬉しいのです。

　グランドに行くと、試合になると怒られたり、チクチク言われたりする…の繰り返しだとサッカーが嫌いになってしまいます。でも、応
援してくれている親がたった一つのプレーで笑顔になることを知ったら子供は何も言わなくても頑張るようになります。
　人が喜ぶ顔を見て喜びを知ることで、もっともっと頑張れるようになります。
　そうやって心を強くしていくことが出来ます。そして、楽しくて仕方ないとなればもう勝手に上手くなっていきます！

　週末のみアローズでサッカーを教わりに来るのではなく、大好きで自ら研究し始めた時、子供は潜在的、無限的な才能を発揮
するでしょう。

　それもまた早い遅いの個人差はありますが、それでも親のするべきことはただ黙って子供を信じることだけです。子供をたくさん褒
めて、信じて、
『もっと上手くなりたい！』
『試合に勝ちたい！』
『絶対に負けたくない！』
という気持ちを前向きに育くみ、もっともっとサッカーを大好きになれるように良きサポーターとして頑張りましょう！

　この『好き』という気持ちを育むことがサッカーに限らず、何事も上達していくために一番必要なことです！


